
本
訓
練
検
閲
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
統
裁
官
で
あ
る
旅
団
長

は
、
９
月
15
日
、
受
閲
部
隊
に

対
し
て
、
第
15
即
応
機
動
連
隊

「
適
切
な
作
戦
統
制
に
よ
る
戦

闘
力
の
組
織
化
」
、
第
14
後
方

支
援
隊
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
（
後
方
支
援
）
な
く
し

て
戦
勝
な
し
」
、
第
14
施
設
隊

「
作
戦
構
想
に
基
づ
く
火
力
と

障
害
の
連
携
」
、
第
14
通
信
隊

「
指
揮
の
命
脈
を
構
成
・
運

営
」
、
第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

「
被
害
を
局
限
し
戦
闘
を
継
続

さ
せ
る
」
と
訓
示
し
、
状
況
を

開
始
し
た
。

第
15
即
応
機
動
連
隊

第
15
即
応
機
動
連
隊
は
、
機

動
展
開
間
の
部
隊
現
況
把
握
及

び
状
況
の
変
化
に
応
ず
る
戦
闘

指
導
を
実
施
し
、
島
内
の
行
動

で
は
、
先
遣
中
隊
に
よ
る
重
要

防
護
施
設
等
の
防
護
、
先
遣
さ

れ
た
他
部
隊
と
の
調
整
、
１
次

展
開
部
隊
を
基
本
と
し
た
独
立

的
な
行
動
、
協
同
部
隊
の
防
護

と
並
行
し
た
防
御
準
備
及
び
総

合
戦
闘
力
の
発
揮
を
実
施
し

た
。演

習
間
の
指
揮
官
の
交
代
に

伴
い
、
前
段
を
、
品
川
淳
二
1

等
陸
佐
、
後
段
を
、
福
井
謙
１

等
陸
佐
が
指
揮
を
執
っ
た
。

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

吉

元
雄
一
１
等
陸
佐
）

第
14
後
方
支
援
隊
は
、
集
成

積
・
部
隊
交
付
、
警
戒
自
衛
と

旅団長統率方針「任務必成」
旅団長要望事項「プロであれ」
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し こ く
１

旅団演習 （１ー２面）
派遣海賊対処行動支援隊要員帰国行事 （３面）
中隊長等集合訓練 （３面）
四国地区殉職隊員追悼行事 （３面）
旅団最先任上級曹長交代行事 （４面）

主な記事

部隊の能力を最大限発揮
－第１５即応機動連隊による作戦統制と、各部隊の積極的なフォロワーシップ－

補
給
隊
と
連
携
し
た
事
前
集

積
・
部
隊
交
付
、
警
戒
自
衛
と

並
行
し
た
防
御
準
備
及
び
防
御

準
備
間
・
戦
闘
間
の
兵
站
・
衛

生
支
援
を
実
施
し
た
。

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水
隆

一
２
等
陸
佐
）

第
14
施
設
隊
は
、
警
戒
自
衛

と
並
行
し
た
防
御
準
備
、
築
城

資
材
を
最
大
限
活
用
し
た
陣
地

構
築
、
障
害
構
成
、
機
動
路
整

備
、
戦
闘
間
の
施
設
支
援
及
び

対
へ
リ
ボ
ン
戦
闘
を
実
施
し

た
。

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁

基
２
等
陸
佐
）

第
14
通
信
隊
は
、
出
動
準
備

間
に
縮
小
系
訓
練
に
よ
る
通
信

要
領
の
徹
底
を
行
い
、
機
動
間

の
旅
団
シ
ス
テ
ム
通
信
の
維

持
、
離
島
の
特
性
に
応
じ
た
旅

団
内
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
の
構

成
・
維
持
、
警
戒
自
衛
と
並
行

し
た
防
御
準
備
及
び
サ
イ

バ
ー
・
電
磁
波
攻
撃
対
処
を
実

施
し
た
。

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

新
美
賢
一
３
等
陸
佐
）

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
は
、

警
戒
自
衛
と
並
行
し
た
防
御
準

備
、
防
御
準
備
間
の
化
学
・
生

物
攻
撃
対
処
及
び
防
御
戦
闘
間

の
化
学
攻
撃
対
処
を
実
施
し

た
。本

演
習
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
方
面
区
を
跨
い
で
移
動
す

る
隊
員
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
す
る
等
、
徹
底
し
た

感
染
対
策
の
も
と
実
施
さ
れ

た
。統

裁
官
は
、
検
閲
終
了
後
、

受
閲
部
隊
に
対
し
講
評
を
行

い
、
今
後
の
更
な
る
進
歩
向
上

を
促
し
、
令
和
３
年
度
旅
団
演

習
を
終
了
し
た
。

海上機動による九州への上陸

ミッションリハーサルを行う第１４旅団隊員

重要防護施設等の防護を行う
第１５即応機動連隊

旅団内システム通信構成を行う
第１４通信隊

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸
将
補
）
は
、
前
段
９
月
中
旬
か
ら
10
月

上
旬
ま
で
の
間
、
霧
島
演
習
場
（
宮
崎
県
）
、
福
山
演
習
場
（
鹿
児
島
県
）
、

国
分
台
演
習
場
（
香
川
県
）
及
び
各
所
在
駐
屯
地
、
後
段
10
月
中
旬
に
、
あ

い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度
旅
団
演
習
」
を
実
施
し

た
。前

段
は
、
約
30
年
ぶ
り
と
な
る
令
和
３
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
の
場
を
活

用
し
て
旅
団
全
部
隊
を
動
員
し
、
出
動
準
備
に
係
る
各
種
補
給
品
の
受
領
・
積

載
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
小
火
器
射
撃
訓
練
・
通
信
縮
小
系
訓
練

及
び
西
方
地
域
へ
の
機
動
展
開
を
実
施
し
、
旅
団
全
体
の
作
戦
遂
行
能
力
の
向

上
及
び
各
種
計
画
の
実
効
性
向
上
を
図
っ
た
。
後
段
で
は
、
課
目
「
島
嶼
に
お

け
る
部
隊
の
行
動
」
に
つ
い
て
、
第
15
即
応
機
動
連
隊
、
第
14
後
方
支
援

隊
、
第
14
施
設
隊
、
第
14
通
信
隊
及
び
第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
の
５
個
部
隊

に
対
し
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
練
度
向
上
を
促
し
た
。
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陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

旅 団 演 習

任務完遂

旅
団
訓
練
検
閲
優
秀
隊
員
紹
介

■
第
15
即
応
機
動
連
隊

本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
曹

寄
江

勇
希

１
等
陸
曹

北
村

修
啓

１
等
陸
曹

種
村

勝

２
等
陸
曹

宮
本

慎
介

第
１
普
通
科
中
隊

１
等
陸
曹

渋
谷

健

２
等
陸
曹

東
川

隆
之

第
２
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

時
田

慶
一

２
等
陸
曹

竹
内

一
史

第
３
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

宮
岡

智
和

２
等
陸
曹

川
向

敦
支

機
動
戦
闘
車
隊
本
部
付
隊

２
等
陸
曹

祐
原

迅

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊

２
等
陸
曹

大
村

幸
一

第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊

２
等
陸
曹

中
森

洋
平

火
力
支
援
中
隊

２
等
陸
曹

藤
野

和
徳

２
等
陸
曹

岩
木

絢
彌

■
第
14
後
方
支
援
隊

本
部
付
隊

３
等
陸
曹

玉
井

恭
平

第
１
整
備
中
隊

２
等
陸
曹

成
澤

裕
一

第
２
整
備
中
隊

陸

曹

長

中
村

慎

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

３
等
陸
曹

岩
野

要
人

補
給
中
隊

２
等
陸
曹

森
本

陽

輸
送
隊

２
等
陸
曹

櫨
山

宏
幸

衛
生
隊

３
等
陸
曹

安
永

宜
史

■
第
14
施
設
隊

２
等
陸
曹

羽
立

延
史

２
等
陸
曹

福
岡

徹

■
第
14
通
信
隊

１
等
陸
尉

太
田

裕
則

３
等
陸
曹

島

弘
光

■
第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

３
等
陸
曹

伊
藤

尚
敏

大量患者に対応する衛生隊員（第１４後方支援隊）

サイバー攻撃対処を行う隊員（第１４通信隊）

機械力と人的戦闘力を最大限活用した構築（第１４施設隊）

化学攻撃による患者除染（第１４特殊武器防護隊）

対機甲戦闘を行う普通科隊員（第１５即応機動連隊）



第
14
旅
団
は
、
９
月
11
日
、

善
通
寺
駐
屯
地
第
３
営
舎
地
区

（
香
川
県
）
に
お
い
て
令
和
３

年
度
四
国
地
区
殉
職
隊
員
追
悼

行
事
を
挙
行
し
、
今
年
度
新
た

に
一
柱
の
御
霊
を
奉
納
し
て
、

任
務
遂
行
中
に
殉
職
し
た
五
十

一
柱
の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
表

し
た
。

追
悼
行
事
は
、
５
遺
族
５
名

を
は
じ
め
、
隷
下
各
部
隊
長
及

び
地
方
協
力
本
部
長
等
が
参
列

し
、
旅
団
長
に
よ
る
追
悼
の

辞
、
参
列
者
に
よ
る
献
花
、
第

14
音
楽
隊
に
よ
る
追
悼
演
奏
及

び

の
中
隊
長
等
、
中
隊

長
職
に
該
当
す
る
補

職
の
幹
部
自
衛
官
及

び
３
等
陸
佐
以
下
の

直
轄
部
隊
長
等
を
対

象
に
、
19
日
、
テ
ー

マ
に
基
づ
く
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
、
20

日
は
、
旅
団
長
訓
話

に
引
き
続
き
司
令
部

各
部
課
等
に
よ
る
教

育
を
行
っ
た
。

訓
練
に
参
加
し
た

中
隊
長
は
「
中
隊
長

と

し

て

の

識

能

向

上
、
各
中
隊
長
等
間

の
意
見
交
換
、
問
題

認
識
の
共
有
及
び
旅

団
第
14
旅
団
は
、
８
月
19
日
か

ら
20
日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐

屯
地
に
お
い
て
中
隊
長
等
と
し

て
の
識
能
の
向
上
を
図
る
目
的

で
、
令
和
３
年
度
後
期
中
隊
長

等
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
連
隊
等

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤

充
陸
将
補
）
は
、
令
和
３
年
８

月
17
日
、
高
知
駐
屯
地
に
お
い

て
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に

お
け
る
海
賊
対
処
の
た
め
約
半

年
間
の
任
務
を
終
え
た
隊
員
に

対
し
て
「
派
遣
海
賊
対
処
行
動

支
援
隊
（
第
15
次
要
員
）
帰
国

行
事
」
を
実
施
し
た
。

帰
国
行
事
に
は
、
高
知
県
の

各
協
力
団
体
の
長
並
び
に
方
面

総
監
部
幕
僚
長
の
参
列
を
は
じ

め
、
方
面
総
監
部
総
務
部
長
、

各
派
遣
元
部
隊
長
及
び
派
遣
隊

員
の
家
族
等
の
臨
席
の
下
、
行

わ
れ
た
。

警
衛
隊
長
（
大
川
内
靖
博
３

等
陸
佐
）
の
帰
国
報
告
を
受
け

た
遠
藤
旅
団
長
は
、
「
今
回
の

経
験
で
得
ら
れ
た
自
信
と
誇
り

を
今
後
も
持
ち
続
け
、
現
地
で

得
た
教
訓
を
、
留
守
を
守
っ
た

仲
間
た
ち
と
共
有
し
、
作
戦
遂

行
能
力
の
更
な
る
向
上
を
図

り
、
国
民
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
得
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
警

衛
隊
長
は
派
遣
間
の
支
援
等
に

謝
意
を
表
す
と
と
も
に
、
「
派

遣
期
間
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
を
受
け
つ
つ

警
備
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
酷
暑
の
中
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
修
繕
等
、
淡
々
と
任
務

を
完
遂
し
ま
し
た
。
半
年
間
の

経
験
を
今
後
の
部
隊
勤
務
に
生

か
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

３

警
衛
隊
長
挨
拶
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―

ア
デ
ン
湾
の
海
賊
対
処
行
動
支
援
を
終
え―
第
14
旅
団
派
遣
隊
員
が
帰
国

弔銃を行う儀じよう隊（第１５即応機動連隊）

追悼の辞を述べる旅団長

中隊長等集合訓練

グループ討議を行う参加者

国歌吹奏

執行者式辞 帰国行事全景

追悼行事

国際貢献

団
の
各
種
施
策
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
中
隊
長
と
し
て
、
自
ら
が
実

践
す
る
姿
を
見
せ
、
日
々
自
ら

の
考
え
を
部
隊
・
隊
員
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

「
四
国
地
区
殉
職
隊
員
追
悼
行
事
」

び
儀
じ
よ
う
隊
に
よ

る
弔
銃
並
び
に
ご
遺

族
代
表
挨
拶
が
粛
々

と
行
わ
れ
た
。

旅
団
長
は
、
追
悼

の
辞
で
殉
職
隊
員
を

偲
ぶ
と
と
も
に
、

「
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
、
全
隊
員
が

更
に
職
務
に
邁
進
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま

す
。
」
と
、
改
め
て

五
十
一
柱
の
御
霊
に

誓
っ
た
。



ト
ラ
ー
受
領
及
び
隊
容
検
査
を

実
施
し
、
受
閲
準
備
を
推
進
し

た
。「

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦

い
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
我
々
は

陸
自
の
第
一
線
連
隊
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
感
銘
せ
よ
。
」
と

い
う
連
隊
長
の
言
葉
を
全
隊
員

が
胸
に
刻
み
、
要
望
事
項
で
あ

る
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
」
「
力

を
結
集
せ
よ
」
、
「
安
全
管
理

に
万
全
を
期
せ
」
を
具
現
化
す

べ
く
、
作
戦
名※

「
ア
リ
地
獄

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
作
戦
」
を
展
開

し
、
敵
の
脅
威
下
に
お
け
る
築

城
、
重
要
防
護
施
設
及
び
領
域

横
断
作
戦
に
係
る
部
隊
と
の
連

携
、
敵
の
対
着
上
陸
阻
止
の
一

連
の
戦
闘
行
動
を
実
施
し
た
。

連
隊
は
、
戦
闘
間
、
連
隊
長

の
指
揮
の
下
、
各
級
指
揮
官
の

柔
軟
か
つ
自
発
的
な

戦
闘
指
揮
、
情
報
と

火
力
の
連
携
に
よ
る

発
見
・
即
射
撃
に
よ

る
対
人
・
対
機
甲
戦

闘
、
積
極
か
つ
柔
軟

な
後
方
支
援
等
の
力

を
結
集
し
、
敵
の
侵

攻
を
阻
止
し
、
任
務

を
完
遂
し
た
。

連
隊
は
、
今
訓
練

検
閲
に
お
い
て
得
た

教
訓
を
評
価
・
分
析

し
、
じ
後
の
練
成
訓

練
の
資
と
し
て
、
練

度
を
積
み
上
げ
、
如

何

旅
団
演
習
（
後
段
）
は
、
旅

団
演
習
（
前
段
）
に
お
け
る
出

動
準
備
、
機
動
展
開
、
治
安
出

動
下
の
行
動
に
引
き
続
く
行
動

と
し
て
実
施
し
、
防
衛
出
動
下

に
お
け
る
「
敵
着
上
陸
侵
攻
対

処
」
及
び
「
重
要
防
護
施
設
及

び
領
域
横
断
作
戦
に
係
る
部
隊

と
の
連
携
」
を
実
施
し
た
。

連
隊
は
、
重
要
防
護
施
設
を

防
護
す
る
た
め
の
施
設
の
構

築
、
各
陣
地
地
域
の
偵
察
、
各

種
補
給
品
の
受
領
・
交
付
、
バ

ト
領

固
く
握
手
を
交
わ
す

新
旧
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長

（
８
代
目

原
准
尉
：
右

７
代
目

木
村
３
尉
：
左
）

隊
員
に
見
送
ら
れ
る
木
村
３
尉

４

連

隊

検

閲

を

受

閲

第１５即応機動連隊
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前
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
兼

ね
て
善
通
寺
駐
屯
地
最
先
任
上

級
曹
長

木
村
庄
司
准
陸
尉

は
、
平
成
30
年
８
月
１
日
付
で

着
任
し
、
３
年
間
に
わ
た
り
旅

団
長
を
積
極
的
に
補
佐
し
、
准

曹
士
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
。

木
村
准
尉
は
、
10
月
27
日
付

で
３
等
陸
尉
に
特
別
昇
任
さ
れ

定
年
退
官
さ
れ
た
。
同
日
、
退

官
行
事
に
お
い
て
駐
屯
地
所
在

隊
員
に
見
送
ら
れ
、
善
通
寺
駐

屯
地
を
後
に
し
た
。

旅団最先任上級曹長 交代

８
月
26
日
、
第
８
代
旅
団
最

先
任
上
級
曹
長
兼
ね
て
善
通
寺

駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
に
原

清
悟
准
陸
尉
が
着
任
し
た
。

第
14
旅
団
は
、
８
月
26
日
、
善

通
寺
駐
屯
地
（
香
川
県
）
に
お
い

て
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
行

事
を
実
施
し
た
。

原
准
尉
は
、
第

50
普
通
科
連
隊
最

先
任
上
級
曹
長
か

ら
上
番
し
、
交
代

行
事
に
お
い
て

「
指
揮
官
の
補
佐

者
と
し
て
、
旅
団

長
の
思
い
や
意

思
、
ま
た
隊
員
の

思
い
や
現
状
を
伝

え
旅
団
の
あ
る
べ

き
姿
を
具
現
化
で

き
る
よ
う
常
に
考

え
行
動
し
て
い

く
。
ま
た
、
准
曹

士
の
長
と
し
て
、

皆
と
と
も
に
考

え
、
歩
み
、
成
長

し
、
常
に
自
分
の

背
中
を
見
せ
続
け

て
い
く
」
と
職
務

に
邁
進
す
る
決
意

を
述
べ
た
。

着
任
の
挨
拶
を
述
べ
る
最
先
任
上
級
曹
長 第

７
代
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長

木
村
准
尉
離
任

第
８
代
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長

原
准
尉
着
任

—

踏
み
込
ん
だ
ら
最
後
、
敵
を
蹴
散
ら
せ
、
任
務
を
完
遂
せ
よ

—

「
ア
リ

地

獄

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
作

戦

」

作
戦
名

受閲を前に訓示する福井連隊長（隊容検査）

旅
団
長
か
ら
上
級
曹
長
識
別
章
を

授
与
さ
れ
る
新
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長

第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

福
井
謙
1

等
陸
佐
）
は
、
あ
い
ば

野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

に
お
い
て
、
旅
団
演
習

（
後
段
）
に
参
加
し
、

連
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
た
。

ア
リ
地
獄
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と

は
、
「
踏
み
込
ん
だ
が
最
後
、

絶
対
に
抜
け
出
せ
な
い
ア
リ
地

獄
の
よ
う
に
あ
い
ば
野
島
を
変

貌
さ
せ
、
ア
リ
地
獄
に
落
ち
た

ア
リ
の
ご
と
く
、
敵
を
蹴
散
ら

す
こ
と
」

※

何
な
る
任
務
も
完
遂
で
き
る
部

隊
の
育
成
に
尽
力
す
る
。

掩蓋陣地に進入するＭＣＶ 対機甲戦闘を行う隊員



中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

服
部
真
之
介
１
等
陸
佐
）
は
、

10
月
16
日
夕
か
ら
17
日
朝
に
か

け
て
、
松
山
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
主
催
す
る
「
オ
ー

バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
２
０

２
１
」
を
支
援
し
、
自
衛
隊
に

対
す
る
理
解
と
親
近
感
の
醸
成

を
図
っ
た
。

当
該
行
事
は
、
青
少
年
を
対

象
に
毎
年
10
月
頃
、
松
山
市
内

40
㎞
を
一
晩
か
け
て
歩
く
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
本
年
度
は
最
年

少
９
歳
か
ら
最
高
齢
55
歳
ま
で

の
市
民
１
３
６
名
が
参
加
し
、

自
衛
隊
か
ら
は
、
特
科
隊
22
名

を
含
む
松
山
駐
屯
地
所
在
部
隊

39
名
が
支
援
し
た
。

行
進
開
始
直
後
は
、
あ
い
に

く
の
雨
や
自
衛
官
と
初
め
て
話

す
人
が
大
半
と
い
う
こ
と
も
あ

り

り
会
話
も
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
中
盤
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は

参
加
者
と
隊
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、
自
衛
官

に
対
す
る
緊
張
は
徐
々
に
和
ら

い
で
き
た
。

30
㎞
を
超
え
る
こ
ろ
に
は
、

疲
労
や
足
の
痛
み
も
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
完

歩
を
目
指
す
参
加
者
を
、
最
後

ま
で
完
歩
で
き
る
よ
う
激
励
と

安
全
に
留
意
し
つ
つ
支
援
し

た
。一

昼
夜
に
わ
た
る
総
距
離
40

㎞
を
完
歩
し
た
参
加
者
か
ら

は
、
「
自
衛
隊
の
方
が
一
緒
に

い
て
心
強
か
っ
た
」
、
「
最
後

の
方
、
心
が
折
れ
た
自
分
を

ず
っ
と
何
度
も
励
ま
し
て
く
れ

た
」
、
「
き
つ
い
坂
を
子
供
の

手
を
引
い
て
上
が
っ
て
く
れ
、

子

備
の
基
礎
的
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
と
と
も
に
自
衛
官
と
し
て
必

要
な
資
質
を
養
い
、
１
名
も
欠

け
る
こ
と
な
く
修
了
式
を
迎

え
、
同
期
を
代
表
し
て
菊
地
歩

２
等
陸
士
が
力
強
く
堂
々
と
申

告
を
実
施
し
た
。

修
了
式
の
式
辞
に
お
い
て
、

後
方
支
援
隊
長
は
「
今
後
の
部

隊
勤
務
で
は
命
ぜ
ら
れ
た
事
項

を
確
実
に
実
行
し
、
本
教
育
で

修
得
し
た
事
項
を
基
盤
と
し

て
、

警
戒
し
つ
つ
体
力
を
回
復
す
る

新
隊
員

５

第１４後方支援隊

中部方面特科隊

力強く行進を行う新隊員
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第５０普通科連隊

第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝
口
光
章
１
等
陸
佐
）
は
、
８

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
新
隊

員
特
技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候

補
生
課
程
後
期
教
育
（
教
育
隊

長

村
上
豊
昭
３
等
陸
佐
）
59

名
が
、
９
月
22
日
夜
か
ら
23
日

昼
に
か
け
、
高
知
演
習
場
内
に

お
い
て
35
㎞
徒
歩
行
進
訓
練
を

実
施
し
た
。

こ
の
際
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
熱
中
症
対
策

と
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
各

人
の
間
隔
及
び
マ
ス
ク
の
着
脱

を
統
制
し
て
行
い
、
安
全
・
健

康
管
理
に
万
全
を
期
し
て
訓
練

を
実
施
し
た
。

隊
員
達
は
、
鉄
帽
、
装
具
及

び
小
銃
の
他
、
約
10
㎏
の
背
の

う
を
装
着
し
、
体
力
・
気
力
を

ふ
り
し
ぼ
り
一
歩
一
歩
力
強
く

行
進
し
た
。

行
進
が
進
む
に
つ
れ
、
疲
労

か
ら
辛
い
表
情
を
見
せ
る
隊
員

も
い
た
が
、
同
期
で
励
ま
し
あ

う
こ
と
で
、
起
伏
が
連
続
す
る

過
酷
な
経
路
を
約
13
時
間
か
け

て
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
、
訓

練
目
的
を
達
成
し
た
。

新
隊
員
は
、
体
力
的
及
び
精

神
的
に
更
に
成
長
し
、
完
歩
後

の
表
情
に
は
逞
し
さ
が
増
し
て

い
た
こ
と
は
何
よ
り
の
成
果
で

あ
っ
た
。

て
、
更
な
る
知

識
・
技
術
の
練

磨
に
努
め
、
失

敗

を

恐

れ

ず

日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。
」

と
言
葉
を
送
っ

た
。同

期
と
と
も

に
試
練
を
乗
り

越

え

た

隊

員

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
隊
等
へ
配

置
さ
れ
、
第
14

後
方
支
援
隊
の

一
員
と
し
て
勤

務
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

被
教
育
者
に
よ
る
野
外
整
備

代
表
し
て
申
告
を
行
う
菊
地
２
士

子
供
は
愚
痴
を

言
わ
ず
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
自

衛
隊
の
方
が
い

な
い
と
完
歩
出

来
な
か
っ
た
か

も

し

れ

ま

せ

ん
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
な
ど
、
感

謝
と
感
動
の
言

葉
を
い
た
だ
い

た
。ま

た
、
支
援

隊
員
か
ら
は
、

「
達
成
感
を
共

感
で
き
良
か
っ

た
」
、
「
幅
広

い
年
齢
の
方
と

交
流
す
る
こ
と

が
で
き
、
良
い

経
験
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
達

成
感
あ
る
声
を

聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

市内を行進する参加者と隊員

第
14
後
方
支
援

隊
（
隊
長

吉
元

雄
一
１
等
陸
佐
）

は
、
９
月
10
日
、

善

通

寺

駐

屯

地

（
香
川
県
）
に
お

い
て
、
令
和
３
年

度
新
隊
員
特
技
課

程

「

装

輪

車

整

備
」
及
び
一
般
陸

曹
候
補
生
課
程
後

期

「

装

輪

車

整

備
」
修
了
式
を
挙

行
し
た
。

本
教
育
は
、
本

年
４
月
に
入
隊
し

て
約
３
ヶ
月
間
の

基
本
教
育
を
修
了

し
た
隊
員
に
対
し

て
、
装
輪
車
整
備

手
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を

修
得
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し

た
。被

教
育
者
７
名

は
、
約
２
ヶ
月
半

の
教
育
期
間
を
通

じ
て
、
装
輪
車
整

と



第
14
飛
行
隊
（
隊

長

高
橋
慎
一
郎
２

等
陸
佐
）
は
、
７
月

23
日
か
ら
８
月
１
日

ま
で
の
間
、
佐
多
射

撃
場
（
鹿
児
島
県
）

に
お
い
て
、
令
和
３

年
度
第
２
次
ド
ア
ガ

ン
射
撃
訓
練
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団

が
計
画
す
る
ホ
バ
リ

ン
グ
及
び
移
動
間
に

お

け

る

ヘ

リ

コ

プ

タ
ー
か
ら
の
機
関
銃

タ
ー

15
日
か
ら
17
日
、
隊
舎

内
に
お
い
て
各
物
品
等
を

集
積
し
、
庁
隊
舎
の
移
管

準
備
を
実
施
し
た
。
隊
の

物
品
は
、
各
係
陸
曹
が
主

と
な
り
業
務
隊
に
移
管
す

る
物
品
、
追
送
物
品
及
び

廃
棄
物
品
等
に
区
分
し
庁

隊
舎
移
管
の
準
備
を
完
整

し
た
。
本
訓
練
を
経
験
し

た
こ
と
の
あ
る
隊
員
は
少

数
で
あ
っ
た
が
、
日
々
準

備
状
況
を
共
有
・
調
整

し
、
先
行
的
な
業
務
の
実

施
、
事
前
教
育
及
び
認
識

の
統
一
等
に
よ
り
円
滑
・

確
実
に
出
動
準
備
を
完
整

さ
せ
、
18
日
に
、
業
務
隊

へ
の
移
管
を
実
施
し
た
。

18
日
及
び
19
日
、
各
係

に
よ
る
法
令
教
育
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
及
び
情

勢
教
育
等
を
行
い
、
隊
員

全
体
の
認
識
の
再
徹
底
及

び
知
識
を
向
上
さ
せ
た
。

20
日
、
善
通
寺
駐
屯
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

隊
容
検
査
を
実
施
し
て
隊

の
準
備
状
況
を
確
認
し
、

出
動
準
備
を
完
整
し
た
。

さ射
撃
訓
練
を
飛
行
隊
が
担

任
・
実
施
し
、
へ
リ
ボ
ン

作
戦
間
等
に
お
け
る
自
衛

戦
闘
能
力
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
普
通
科
部
隊

と
の
協
同
・
連
携
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

訓
練
間
、
天
候
に
恵
ま

れ
予
定
通
り
の
計
画
で
訓

練
を
行
っ
た
。
厳
し
い
暑

さ
の
中
、
各
隊
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
任
務
を
安
全
確
実

に
完
遂
し
、
本
訓
練
に
お

け
る
所
望
の
成
果
を
得

た
。

第１４飛行隊

６

第１４施設隊 第１施設小隊
小隊陸曹 ２曹 羽立 延史

受
閲
に
あ
た
り
、
隊
長
要
望

事
項
「
一
歩
前
へ
」
と
し
、

「
施
設
技
術
の
最
大
限
の
発

揮
」
「
綿
密
な
協
同
連
携
」

「
安
全
管
理
」
の
細
部
３
点
を

要
望
し
た
。

施
設
隊
は
、
第
1
次
展
開
部

隊
と
な
り
、
機
動
展
開
を
開
始

し
、
あ
い
ば
野
演
習
場
へ
集
結

後
、
旅
団
の
全
般
支
援
と
し

て
、
旅
団
指
揮
所
、
旅
団
長
執

務
室
及
び
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
用
陣
地
の

構
築
、
大
規
模
地
雷
原
及
び
ヘ

リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
を
実
施
し

た
。 第１４施設隊

「
一
歩
前
へ
」

訓
練
所
感

「
応
急
出
動
訓
練
」

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６９号 令和３年（2021年）８・９・１０月四 国

第１４偵察隊

射撃前の安全点検を行う隊員ヘリコプターから射撃を行う隊員採点を行う第１５即応機動連隊の隊員

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

今
村
正

文
２
等
陸
佐
）
は
、
９
月
15
日
か

ら
20
日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯

地
（
香
川
県
）
に
お
い
て
、
応
急

出
動
訓
練
を
実
施
し
た
。

各
係
陸
曹
に
よ
る
業
務
隊
へ
の
移
管

隊
訓
練
検
閲
で
架
設
班
長

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
の
反

省
点
を
踏
ま
え
、
小
隊
一
丸

と
な
り
任
務
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
、

旅
団
長
執
務
室
及
び
近
Ｓ
Ａ

Ｍ
用
露
天
掩
体
構
築
等
の
多

様
な
任
務
、
特
に
初
め
て
小

隊
と
し
て
実
施
し
た
ソ
イ
ル

ア
ー
マ
ー
に
よ
る
陣
地
も
無

事
構
築
出
来
た
の
は
、
小
隊

み
ん
な
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
と
心
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。

評
価
、
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
事
項
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
こ
れ
か
ら
も
第
14
施
設

隊
の
練
度
向
上
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

隊
訓
練
検
閲
に
臨
む
に
あ

た
り
、
過
去
の
練
成
訓
練
の

反
省
と
し
て
、
特
に
小
隊
内

の
認
識
共
有
が
不
十
分
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ジ
オ
ラ
マ
等
を
作
成
し
て
、

人
員
及
び
器
材
運
用
等
に
つ

い
て
、
小
隊
長
、
分
隊
長
及

び
器
材
班
長
と
納
得
い
く
ま

で
議
論
し
、
検
閲
で
は
小
隊

内
の
意
思
疎
通
を
十
分
図
る

こ
と
が
で
き
任
務
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

降
雨
と
寒
さ
の
中
で
の
作

業
を
頑
張
っ
て
く
れ
た
小
隊

の
み
ん
な
に
感
謝
し
ま
す
。

今
後
も
第
14
施
設
隊
の
伝

統
を
継
承
し
、
上
下
左
右
を

思
い
、
更
に
自
分
を
錬
磨
し

て
い
き
ま
す
。

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水
隆
一
２
等
陸
佐
）

は
、
10
月
中
旬
、
あ
い

ば

野

演

習

場

（

滋

賀

県
）
に
お
い
て
隊
訓
練

検
閲
を
受
閲
し
た
。

近
Ｓ
Ａ
Ｍ
用
掩
蓋
俺
壕

（
ソ
イ
ル
ア
ー
マ
ー
）

第１４施設隊 渡河器材小隊
架設班長 ２曹 福岡 徹

近ＳＡＭ用ソイルアーマーの
掩蓋俺壕構築（本人：写真右）

Ｕ字杭及び有刺鉄線による
ヘリボン障害の構成



令
和
３
年
度
旅
団
第
２
回
シ

ス
テ
ム
通
信
訓
練
に
参
加
し
た

德
本
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

平
素
、
人
事
・
給
養
陸
曹
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
本

訓
練
で
は
保
有
す
る
通
信
特
技

を
発
揮
し
、
無
線
通
信
士
と
し

て
通
信
所
の
開
設
・
運
営
等
を

担
当
し
ま
し
た
。

機
動
旅
団
に
改
編
以
降
、
隊

に
は
、
最
新
の
装
備
品
等
が
充

足
も
し
く
は
、
更
新
さ
れ
、
旅

団
計
画
等
の
訓
練
に
参
加
し
、

取
扱
い
要
領
と
運
用
方
法
を
確

認
し
、
練
度
を
積
み
上
げ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
器
材
取
扱
い
要
領
の

普
及
を
目
的
に
、
業
務
の
傍
ら

通
信
特
技
保
有
者
を
集
め
、
普

及

本
演
習
場
整
備
は
、
旅
団
が

計
画
す
る
演
習
場
等
の
定
期
整

備
で
あ
り
、
隊
は
後
方
幹
部

後
藤
直
樹
２
等
陸
尉
を
主
務
と

し
、
小
野
演
習
場
及
び
小
野
訓

練
場
の
場
内
幹
線
道
路
及
び
側

溝
の
除
草
、
小
野
射
場
の
停
弾

提
の
廃
弾
回
収
及
び
整
備
を
実

施第１４特殊武器防護隊

７

第１４高射特科隊

隊
員
紹
介

除草作業を行う隊員

「
旅
団
統
制
演
習
場
等
秋
季
整
備
」

第
14
特
殊
武
器

防
護
隊
（
隊
長

新

美
賢
一
３
等
陸
佐
）

は
、
８
月
31
日
か

ら
９
月
３
日
ま
で
の

間
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
、
第
14

旅
団
が
実
施
す
る
令

和
３
年
度
第
２
回
旅

団
シ
ス
テ
ム
通
信
訓

練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
機

動
展
開
で
必
要
な
シ

ス
テ
ム
通
信
組
織
を

構
成
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位

置
情
報
を
用
い
た
部

隊
情
報
の
位
置
情
報

自
動
更
新
に
よ
る
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
共
有

要
領
、
シ
ス
テ
ム
通

信
組
織
構
成
後
の
各

種
障
害
へ
の
対
応
な

ど
を
演
練
し
、
隊
の

シ
ス
テ
ム
通
信
組
織

の
開
設
・
運
営
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６９号 令和３年（2021年）８・９・１０月四 国

優
秀
隊
員

陸
士
長

天
眞

星
矢

作
戦
間
、
積
極
・
真
摯
に
任
務
に

邁
進
し
た
。
有
線
障
害
が
発
生
し
た

際
に
は
１
番
手
と
し
て
積
極
的
に
班

長
の
指
揮
下
に
入
り
迅
速
に
障
害
探

求
す
る
等
、
旅
団
の
シ
ス
テ
ム
通
信

組
織
の
維
持
に
努
め
た
。

特
別
賞

１
等
陸
士

川
井

菫

令
和
３
年
度
旅

団
演
習
に
お
い
て
、

「
通
信
隊
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」
を

作
成
し
、
部
隊
の

士
気
高
揚
に
大
き

く
貢
献
し
た
。

出
動
準
備
間
か
ら
全
般
を
通

じ
て
民
間
通
信
網
（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）

を
活
用
し
た
機
動
間
の
シ
ス
テ

ム
通
信
組
織
及
び
防
衛
情
報
基

盤
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
を
使
用
し
た
野

外
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
の
構
成

及
び
各
種
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線

の
構
成
確
認
等
を
円
滑
に
実
施

し
た
。

指
揮
の
命
脈
た
る
シ
ス
テ
ム

通
信
組
織
を
構
成
・
維
持
・
運

営
す
る
と
と
も
に
、
通
信
電
子

防
護
及
び
電
磁
波
管
理
を
積
極

的
に
行
い
、
緊
要
な
時
期
と
場

所
に
お
い
て
実
施
し
た
。
ま

た
、
行
動
記
録
の
撮
影
の
た

め
、
旅
団
及
び
隷
下
部
隊
の
各

種
行
動
計
画
を
収
集
・
調
整

し
、
綿
密
な
撮
影
計
画
を
作
成

し
、
行
動
記
録
と
し
て
必
要
な

旅
団
の
各
種
行
動
を
昼
夜
を
問

わ
ず
、
も
れ
な
く
映
像
と
し
て

記
録
し
、
旅
団
の
記
録
確
保
に

寄
与
し
た
。

隊
は
今
後
、
西
山
隊
長
を
核

心
と
し
て
、
即
動
し
所
命
任
務

を
必
ず
達
成
で
き
る
部
隊
を
目

指
し
、
さ
ら
な
る
訓
練
に
精
励

す
る
。

第１４通信隊

第14特殊武器防護隊
３等陸曹 德本 友美

情報処理業務を行う德本３曹

旅団の行動を記録撮影する写真班

通信隊訓練検閲を受閲

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁

基
２
等
陸
佐
）
は
、
10
月
中
旬
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
令
和

３
年
度
旅
団
演
習
に
参
加
し
、
訓

練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

隊
長
要
望
事
項
「
一
致
団
結
」

「
任
務
必
成
」
「
安
全
管
理
」
を

具
現
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
練
成

成
果
を
発
揮
し
た
。

隊
と
し
て
表
彰
し
た
６
名
の
隊
員

の
う
ち
新
進
気
鋭
の
若
者
２
名
を
紹

介
し
ま
す
。

天
眞
士
長

川
井
１
士

第
14

高
射
特
科
隊

（
隊
長

冨
高
英
和
２

等
陸
佐
）
は
、
９
月
６

日
か
ら
７
日
及
び
10
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
の

間
、
小
野
演
習
場
（
愛

媛
県
）
に
お
い
て
令
和

３
年
度
旅
団
統
制
演
習

場
等
秋
季
整
備
に
参
加

し
た
。

施
し
、
小
野
演
習
場
等
の
機
能

及
び
安
全
性
の
維
持
・
向
上
、

並
び
に
環
境
保
全
に
寄
与
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

隊員紹介

第１４旅団司令部付隊

私
は
、
旅
団
司
令
部
第
２
部

総
括
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
北
山
曹
長
で
す
。

今
回
は
８
月
に
実
施
し
た

「
第
２
科
長
等
集
合
訓
練
」
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

目
的
は
、
情
報
業
務
従
事
者

に
対
し
、
必
要
な
知
識
を
付
与

し
て
、
円
滑
な
業
務
の
資
と
す

る
と
と
も
に
、
情
報
管
理
規
則

等
に
関
す
る
情
報
の
共
有
・
徹

底
を
図
る
こ
と
で
す
。
「
情
報

管
理
」
を
疎
か
に
す
る
組
織

は
、
い
く
ら
円
滑
な
「
情
報
業

務
」
を
行
っ
て
い
て
も
、
情
報

漏
洩
の
恐
れ
が
あ
る
と
み
な
さ

れ
、
機
微
な
情
報
は
提
供
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
私
は
、
訓
練
資
料
の
作

成
及
び
取
り
ま
と
め
を
担
当
し

ま
し
た
。
例
年
３
月
に
実
施
さ

れ
る
陸
自
規
則
改
正
が
７
月
に

後
ろ
倒
し
と
な
り
、
規
則
改
正

に
伴
う
処
置
と
訓
練
準
備
を
同

時
並
行
的
に
行
う
状
況
で
し
た

の
で
日
々
、
訓
練
に
間
に
合
う

の
か
と
自
問
し
、
焦
り
を
覚
え

ま
し
た
が
、
関
係
者
各
位
の
積

極
的
な
御
支
援
・
御
協
力
の
お

か
げ
で
、
つ
つ
が
な
く
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
旅
団
長
の
要
望
事

項
で
あ
る
「
プ
ロ
で
あ
れ
」
を

具
現
す
る
た
め
、
情
報
管
理
の

プ
ロ
と
し
て
の
矜
持
を
も
っ
て

「
油
断
せ
ず
」
老
骨
に
鞭
打
っ

て
、
「
情
報
管
理
道
」
を
日
々

精
進
す
る
所
存
で
す
。

第１４旅団司令部付隊
陸曹長 北山 和也

部
隊
紹
介

更なる能力向上を図る

情
報
業
務
従
事
者
に
対
し
教

育
を
行
う
２
部

及
教
育
を
実
施
し
、
通
信
基
盤

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
、
訓
練
で
着
意
し
て
い
る

こ
と
は
「
物
品
愛
護
」
で
す
。

通
信
電
子
器
材
は
精
密
機
器
が

多
く
、
取
扱
い
要
領
に
よ
っ
て

は
装
備
品
が
使
用
不
能
と
な

り
、
任
務
完
遂
に
大
き
く
影
響

を
与
え
ま
す
。

最
後
に
、
必
通
の
信
念
を

も
っ
て
、
各
部
隊
へ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
通

報
等
を
伝
え
、
旅
団
の
作
戦
に

最
大
限
寄
与
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
日
々
の
訓
練
に
精
進
し
て

参
り
ま
す
。



２
０
２
０
年
１
月
に
、
私
た
ち
夫
婦
は

結
婚
し
ま
し
た
。

妻
も
ま
た
自
衛
官
で
あ
り
、
入
籍
し
た

当
初
、
妻
は
ち
ょ
う
ど
臨
床
検
査
技
師
課

程
に
入
校
中
で
し
た
。
同
年
３
月
、
教
育

か

今回は「音高を変えるコツ」について話したいと思います。
信号らっぱで音高を変える際、息の量、スピード、圧力、そして

方向性が考えられますが、今回は、息の量とスピードについて話し
たいと思います。

皆さんは高ソを吹奏する際、力任せで吹奏していないでしょう
か。その吹奏方法では、音は鳴っていてもクラクションの様な音し
か鳴りません。
低ソのような低い音は息の量がたくさん要ります。高い音にいく

につれて、息の量は少なくなってきますが、その代わりに息のス
ピードが必要になるので、舌を使ってコントロールしなければなり
ません。「ア、エ、イ、ヒ」と言ってみてください。舌の中央部分
がだんだん上がっていき口内が狭くなるのが実感出来たと思いま
す。これを利用して息のスピードを変えます。ホースの先端を掴ん
だら水が細く勢いよく出るのと同じです。これをイメージしてリッ
プスラーなどを練習されてみてはどうでしょうか。
次に音楽隊の近況についてです。

９月４日に徳島県の阿南市情報文化センターにおいて「あなんオー
タムコンサート」を行いました。

プログラム前半の最後に、ロバート・Ｗ・スミスの「Song of
Sailor and Sea」を演奏しました。直訳通り「海の男の歌（船乗
り）」がテーマになった曲です。なんとこの曲、演奏途中に鎖を使
用します。船が鎖を落とすが如く、ステージ上で打楽器奏者が木の
板に鎖を打ち付けるのです。（写真左端）会場で聴いていた方は、
大海原へ突き進んでいく船乗り達の力強い雰囲気が、視覚からでも
感じられたので
はないでしょう
か。まさかと思
うもの物が、楽
器に変身してし
まう事はよくあ
ります。
今後も注目し

てみて下さい。

■
第
91
回
坦
石
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
35
歳
以
上

ダ
ブ
ル
ス
の
部
）

優
勝第

15
即
応
機
動
連
隊
火
力
支
援
中
隊

２
等
陸
曹

岡
田

隆
幸

■
第
24
回
「
長
江
杯
」
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
管
楽
器
部
門
）

一
般
の
部
Ａ

第
６
位
（
入
賞
）

第
14
音
楽
隊

３
等
陸
曹

有
水

仁
美

部

外

８

部内 ・外表彰

第
14
後
方
支
援
隊
第
１
整
備
中
隊
（徳
島
）

３
等
陸
曹

井
上

大
機

徳
島
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
曹

奈
央
（妻
）

「
新
た
な
勤
務
地
で
」

第１４音楽隊

部

内

■
第
75
期
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
教
育

「
第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞
」

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

永
末

泰
志

■
第
１
３
９
期
２
次
陸
曹
候
補
生
課
程

「
第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞
」

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

陸
士
長

久
津
間

光
希

「
第
４
陸
曹
教
育
中
隊
長
賞
」

第
14
通
信
隊

陸
士
長

真
鍋

惠
太

■
第
８
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
（
後
期
）
「
高
射
火
器
（
Ｂ
）
」

「
高
射
学
校
長
賞
」

第
14
高
射
特
科
隊

３
等
陸
曹

島
田

颯
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第
15
即
応
機
動
連
隊
長

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
企
画
調
整
官
）

１
等
陸
佐

福
井

謙

転

入

転

出
令
和
３
年
９
月
30
日
付

東
部
方
面
総
監
部
法
務
官

（
第
15
即
応
機
動
連
隊
長
）

１
等
陸
佐

品
川

淳
二

人 事 往 来

■
第
２
４
４
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程
「
部
隊
化
学
」

「
化
学
学
校
長
賞
」

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

３
等
陸
曹

阿
津

靖

■
第
52
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
（
野
戦
砲
情
報
）

「
教
育
課
長
賞
」

第
15
即
応
機
動
連
隊
火
力
支
援
中
隊

３
等
陸
曹

関

宏
晃

■
第
23
期
上
級
格
闘
指
導
官
課
程

「
格
闘
・
武
道
班
長
賞
」

中
部
方
面
特
科
隊
本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

丸
山

拓
海

■
隊
員
自
主
募
集
の
功
績

「
募
集
功
労
賞
」
東
部
方
面
総
監

第
14
音
楽
隊

陸
士
長

環

真
菜

修
了
に
伴
い
、
徳
島
駐
屯
地
へ
の
赴
任
が

決
ま
り
、
横
須
賀
に
あ
る
武
山
駐
屯
地
で

勤
務
し
て
い
た
自
分
と
は
別
居
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
、

中
々
会
う
こ
と
が
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
が
、
こ
の
夏
の
異
動
で
自
分
も
徳
島

駐
屯
地
へ
の
赴
任
が
決
ま
り
、
晴
れ
て
同

居
生
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
配
慮
し
て
く
だ
さ
っ
た

前
の
職
場
や
、
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

第
14
後
方
支
援
隊
の
方
々
に
は
感
謝
の
念

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
夫
婦

の

の
新
た
な
生
活
が
始
ま
り
ま
す
が
、

こ
の
徳
島
で
新
婚
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
も
、
お
互
い
の
職
場
で
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
の
共
通
の
趣
味
と
し

て
格
闘
技
観
戦
や
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
が
あ
り
、
休
日
に
は
２
人
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま

す
。
徳
島
に
来
て
か
ら
は
、
釣
り
や

八
十
八
ヶ
所
巡
り
も
す
る
よ
う
に
な

り
、
２
人
の
趣
味
を
増
や
し
て
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。


